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概  要 

本研究室では，田村教授と共にバイオテクノロジーによる廃棄物などのバイ

オリファイナリーや土壌・水質の浄化研究を行っている。また，その反応プロ

セスを化学分析および分子生物学的解析（遺伝子解析）から解明し，反応効率

を向上・最適化する研究を積極的に行っている。

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

海洋底泥から２価鉄を３価鉄に酸化して増殖する鉄酸化細菌を純粋培養で 

きていなかったが、その純粋培養に成功した。 

有機溶剤を含む排水処理は，焼却処理や触媒による化学分解等のエネルギー

消費型であったが、微生物浄化剤と好気性細菌を用いた有機塩素系化合物（ｼﾞ

ｸﾛﾛﾒﾀﾝ）汚染排水の浄化を促進する連続培養条件を決定した。

本技術の 

有用性 

鉄以外の金属（ニッケル，銅，亜鉛など）の酸化能を検証する研究も行って

おり、金属酸化に関する遺伝子解析を行い，反応プロセスの分子機構を明らか

とする予定。また，新たな金属酸化細菌の探索も行っている。 

浄化が促進されている条件における微生物による好気的な有機塩素系化合

物の浄化微生物浄化剤と好気性細菌を用いた有機塩素系化合物（ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ）汚

染排水の浄化を促進する連続培養条件を決定した。微生物の代謝状態を遺伝子

の転写レベル（リアルタイム PCR）で確認した。 
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図２微生物浄化剤を用いたｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ分解細菌の連
続培養(左)と分解関連遺伝子の転写レベル解析(右) 

破線:分解菌の増殖曲線，実線:ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝの濃度，赤: 

浄化剤添加区，青:対照区を示している。

図１純粋培養した鉄酸化細菌のコロニー(左)と

増殖に伴う２価
鉄酸化能(右) 左上はコロニーからの液体培養


